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１ 生活環境の整備

（１） 都市施設の整備

１．市有建築物等のバリアフリー化の推進

２．「福祉のまち整備に関する事項」に適合した民間施設の整備誘導

（２）移動支援の充実

１．新駅におけるバリアフリー等に配慮した整備の推進

実施内容 担当課室 平成 30 年度 実施状況

① 市有建築物・道路・公園等について、さら

なるバリアフリー化・ユニバーサルデザイ

ン化を推進します。

建築室 ●実績なし

道路管理室 ●実績なし

道路整備室 ●実績なし

公園緑地室 ●公園内の段差解消、階段の補修等を実施

② 当事者からのバリアフリー等の改善要望

を、改修等に反映させる仕組みづくりを進

めます。

建築室 ●実績なし

達成状況

〇 公園のバリアフリー化を実施した。

実施内容 担当課室 平成 30 年度 実施状況

① 一定規模以上の特殊建築物の新築・増築

及び用途変更時に、バリアフリー法及び

大阪府福祉のまちづくり条例に基づき、バ

リアフリー化に関する誘導及び指導を事

前協議において実施します。

審査指導室
●事前協議にて働きかけを実施

・事前協議 5件

② 既存民間建築物のバリアフリー化の推進

について、様々な機会を通して啓発を行

います。

審査指導室 ●実績なし

達成状況

△
条例に基づき、民間施設の整備誘導を行ったが、バリアフリー化に向け

た啓発方法については検討が必要。

実施内容 担当課室 平成 30 年度 実施状況

北大阪急行線延伸による新駅において、鉄道

事業者と協力し、バリアフリー・ユニバーサル

デザインに配慮した整備を進めます。

鉄道延伸室

●新駅において、鉄道事業者と協力し、バリアフ

リー・ユニバーサルデザインに配慮した設計を実

施

達成状況

○
北大阪急行延伸による新駅において、バリアフリー・ユニバーサルデザ

インに配慮した設計を実施した。
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２．バリアフリー交通網の整備

３．移動しやすい歩道の整備促進

実施内容 担当課室 平成 30 年度 実施状況

① 公共交通機関の利用が困難なかたを対

象とした福祉有償運送であるオレンジゆ

ずるタクシーについて、これまでの運行を

ふまえ、サービスの向上に努めます。

健康福祉政策室
●持続可能な福祉デマンド輸送の確立に向け、

今までの運行をふまえ、次年度以降の姿を検討

② オレンジゆずるバス（ノンステップバス導

入率１００％）の本格運行の継続的な運行

により、市内移動の充実を進めます。

交通政策室 ●本格運行を継続実施

③ 路線バス事業者に対し、主体的なノンステ

ップバスの導入を働きかけます。
交通政策室

●ノンステップバス

・導入台数 1台

④ 北大阪急行線延伸に伴うバス路線網再編

の検討の中で、さらなる市内移動の充実

をめざします。

交通政策室

●ノンステップバス（オレンジゆずるバスの導入

台数100%および路線バスの平成30年度末導入

台数 1台）によるバリアフリー交通網を整備

達成状況

△
ノンステップバスの導入等により、バリアフリー交通網の整備が進んだ

が、持続可能な福祉デマンド輸送についてはさらなる検討が必要。

実施内容 担当課室 平成 30 年度 実施状況

① 市内各所に残る歩道段差（傾斜・勾配等

の改善を含む。）について整備を実施

し、整備率１００％をめざします。

道路管理室

●歩道段差の改良（交通安全施設整備事業）

・対象箇所数 1,820 箇所

・平成 30 年度整備 0箇所

（上記対象箇所以外も含む）

・平成 31 年 4月 1日現在

・対象箇所整備率 90%

・1,639 箇所完了

② 道路に関する要望は、記録と優先順位

づけを行い、計画的に改修を進めます。
道路管理室 ●実績なし

達成状況

△ 歩道段差整備率 100％に向けて計画的な改修が必要。
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（３）住宅の確保

１．公的住宅の活用の推進

２．民間住宅の活用の推進

実施内容 担当課室 平成 30 年度 実施状況

① 市営住宅の１階に空家が生じた際、障

害者・高齢者向け住戸へのバリアフリー

改修を推進します。

営繕課 ●改修実績 0件

② 市営住宅の空家募集において、倍率優

遇の実施により、優先的に供給します。
営繕課 ●空家募集実績 0件

達成状況

△ 公営住宅のバリアフリー改修を推進することが必要。

実施内容 担当課室 平成 30 年度 実施状況

① 民間住宅等について、「箕面市重度障

害者住宅改造助成事業」の実施や、

「大阪府住宅リフォームマイスター制

度」の周知により、バリアフリー化を支

援します。

営繕課
●「大阪府住宅リフォームマイスター制度」に

ついて、PR を実施

障害福祉室 ●箕面市重度障害者住宅改造助成事業 1件

② 「大阪あんしん賃貸支援事業」や「家賃

債務保証制度」等について、不動産事

業者や賃貸住宅所有者等に対する周

知を行います。

営繕課
●「大阪あんしん賃貸支援事業」や「家賃債務

保証制度」等について、PR を実施

③ 障害者の相談支援事業において住宅

入居支援を行い、民間賃貸住宅への円

滑な入居を支援します。

地域包括ケア室

●地域生活支援事業の相談支援事業におい

て住宅入居等支援事業を実施

・実利用人数 2人

達成状況

〇

民間住宅等のバリアフリー化を推進した。

相談支援事業において、住宅入居支援等を実施し、入居に結びつい

た。
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（４）情報バリアフリーの推進

１．点字・音声・手話等による行政情報の充実

２．障害者が情報を入手しやすいホームページの作成

実施内容 担当課室 平成 30 年度 実施状況

① 個人宛通知文を点字化し、希望者に送

付します。

介護・医療・年金

室

●個人宛通知文を点字化し、希望者に送付

延べ送付通数 29 通

国民健康保険室
●個人宛通知文を点字化し、希望者に送付

延べ送付通数 2通

障害福祉室
●個人宛通知文を点字化し、希望者に送付

延べ送付通数 13 通

② 市広報紙、市議会だより、選挙公報、け

んしんガイドブックなど、全戸配布物の点

字版・音声版を発行し、希望者が利用で

きるようにします。

箕面広報室
●市広報紙、市民ガイドの点字版・音声版（テ

ープ・CD）を発行

議会事務局総務

室

●市議会だよりの点字版・音声版版（テープ・

CD）を発行

地域保健室 ●けんしんガイドブックの点字版を発行

選挙管理委員会

事務局
●平成 30 年度は選挙なし

③ 拡大文字などの新たなニーズや、市発行

物等における色覚特性の対応策を検討

します。

障害福祉室 ●実績なし

④ 手話通訳や要約筆記により、市主催行

事における情報保障の充実を進めます。
障害福祉室

●市主催行事において、手話通訳や要約筆記

を派遣した。（派遣件数 16 件）

達成状況

△

個人宛通知文や市発行物等の点訳、音訳を行った。

市主催行事における手話通訳や要約筆記の派遣を行った。

拡大文字などの新たなニーズへの対応が必要。

実施内容 担当課室 平成 30 年度 実施状況

① バリアフリーやアクセシビリティに対応し

た表記や色使いに努めるなど、障害者が

利用しやすいホームページを作成しま

す。

箕面広報室

●バリアフリーやアクセシビリティに対応した

表記や色使いに努めるなど、障害者が利用し

やすいホームページの作成を実施

② html 版・テキスト版・読み上げ対応ＰＤＦ

版・音声版など、視覚障害者が利用しや

すい形態で、行政情報をホームページに

掲載します。

箕面広報室
●広報紙のテキスト版・音声版を市ホームペ

ージに掲載

達成状況

〇
バリアフリーやアクセシビリティに対応したホームページを作成し、

視覚障害者等が容易に行政情報を入手できる環境づくりを進めた。
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３．図書館サービスの利用支援

４．意思疎通支援の実施

実施内容 担当課室 平成 30 年度 実施状況

① 点字図書の提供を進めます。 中央図書館
●点字コーナーで、広報誌などの点字図書を

提供

② 録音図書の作成と提供を進めます。 中央図書館
●録音図書の作成 所蔵数 909 タイトル

●録音図書の貸出し 貸出件数 404 件

③ 音訳ボランティアや対面朗読ボランティア

の活動を支援します。
中央図書館

●対面朗読サービスの実施 145 回

●地域資料の音訳を実施

④ 「声と点字の読書情報」の発行等により、

点字・録音図書や新刊図書などの情報

提供に努めます。

中央図書館

●「声と点字の読書情報」点字版・音声版（テ

ープ・デイジー）を発行

図書の郵送サービス 4 件

達成状況

〇
点字図書や録音図書の提供等により、障害者の図書館利用を推進

した。

実施内容 担当課室 平成 30 年度 実施状況

① 手話通訳者・要約筆記者の派遣・養成、

並びに聴覚障害者に対する緊急時の支

援を進めます。

障害福祉室

●コミュニケーション支援事業による派遣

手話通訳者 73 件

要約筆記者 22 件

●登録者の養成研修を実施

手話通訳技能研修（全 6回）

要約筆記技能研修（全 4回）

●ファクス及び電子メールによる緊急通報システ

ムを運用 利用登録者 32 人

② 手話通訳者・要約筆記者の派遣に関し、

府や他市町村との連携を進めます。
障害福祉室

●大阪府市町村聴覚障害者担当職員等連絡協

議会へ参加 全 5回

③ 市の手話通訳業務員が、総合保健福祉セ

ンター窓口等で、手話通訳を行います。
障害福祉室

●市立総合保健福祉センターに手話通訳者（非

常勤職員）を配置 2 人

④ 事前申込により、市議会本会議や委員

会の傍聴について、手話通訳者・要約筆

記者を派遣します。

議会事務局議

事室

●傍聴への派遣申込

０件

⑤ 選挙時の投票本部に手話通訳者を配置

し、必要に応じて投票所へ派遣します。

選挙管理委員

会事務局
●平成 30 年度は選挙執行なし

⑥ 手話通訳、要約筆記、点訳、音訳など、

障害特性に応じた意思疎通支援に関す

る理解促進のため、啓発を進めます。

障害福祉室

●手話講習会を実施（ささゆり園指定管理事業）

●要約筆記講習会を実施（ささゆり園、社会福

祉協議会ボランティアセンター、障害福祉室の

3者で共催）

達成状況

〇 手話通訳者・要約筆記者の派遣等を適宜行った。
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（５）災害に強いまちづくりの推進

１．大規模災害時の網羅的な安否確認を行う体制づくり

実施内容 担当課室 平成 30 年度 実施状況

① 自治会やマンション管理組合による安否

確認分担表の作成・更新を進めます。
市民安全政策室

●地区防災委員会を通じて、自治会やマンシ

ョン管理組合に対し、安否確認の重要性を説

明し、安否確認分担表の作成・更新を実施

② 全市一斉総合防災訓練等により、実効

的な安否確認体制の構築を進めます。
市民安全政策室

●黄色いハンカチ作戦の周知や、地区防災委

員会での安否確認訓練を実施

③ 重度障害者や独居高齢者などを対象とし

た「要安否確認者名簿」を定期的に更新

し、災害時の安否確認に備えます。

市民安全政策室 ●要安否確認者名簿の更新と保管を実施

④ 重度障害者や要介護者を対象とした「避

難行動要支援者名簿」を定期的に更新

し、民生委員・児童委員、箕面市社会福

祉協議会等による日頃からの見守り体

制を強化します。

市民安全政策室

健康福祉政策室

●避難行動要支援者を年 1回、乳幼児につい

ては年 3回更新、提供を実施

民生委員フォローアップ研修にて、避難行動

要支援者名簿の活用についての説明を実施

⑤ 地域コミュニティによる地域防災力の向

上のため、自治会への加入の重要性に

ついて、さらなる周知を進めます。

市民サービス政

策室

●加入促進チラシを用いた転入者への周知を

実施

●年度末に「自治会加入カウンター」を設置し

周知を実施

達成状況 達成状況

〇
各自治回答において安否確認体制が構築され、全市一斉総合防災

訓練において訓練を実施した、
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２．災害時に、必要な支援を継続的に行う体制づくり

３．「災害時要援護者」への対応を盛り込んだ防災訓練等の実施

実施内容 担当課室 平成 30 年度 実施状況

① 継続的に福祉的・医療的ケアがなければ生

命維持に支障をきたすかたを対象とした「要

継続支援者名簿」及び「個別支援計画」につ

いて、必要に応じて更新し、個別状況をふま

えた支援体制の構築を進めます。

健康福祉政策室

障害福祉室

高齢福祉室

地域包括ケア室

●要継続支援者名簿を更新

●個別支援計画作成にあたり、より効果的な手

法について、関係各課・室で検討を実施

② 災害時に、対象者の個別状況に応じた支援

を行うために、行政・家庭・地域・事業者等の

連携を図り、支援体制の充実を図ります

障害福祉室
●障害者関係団体と災害時の対応について

情報共有を図った。

高齢福祉室
●地域の関係者と日頃から連携するとともに、事

業者と災害時対応について情報共有している。

地域包括ケア室

●認知症初期集中支援等を通じた地域連携

を推進。

●自立支援協議会で支援機関との関係構築。

③ 福祉避難所となる事業者と、協定の締結

や運営方法について協議を進めるととも

に、訓練を通じ、連携強化に努めます。

障害福祉室

高齢福祉室

●全市一斉総合防災訓練において、福祉避

難所となる施設と伝達訓練を実施

●福祉避難所と協定書を締結した。

達成状況

△
支援体制の構築、福祉避難所のあり方についてさらなる検討が必

要。

実施内容 担当課室 平成 30 年度 実施状況

① 全市一斉総合防災訓練等により、市役

所・地区防災委員会・福祉避難所・指定

管理施設等において、障害者・高齢者等

の安否確認・避難支援等を盛り込んだ訓

練を進めます。

市民安全政策室

●障害者・高齢者等の安否確認、避難者支援

等の状況付与を盛り込んだシミュレーション訓

練を実施

② 地区防災委員会の訓練等において、障

害者・高齢者等への配慮を盛り込んだ、

避難所運営の検討を進めます。

市民安全政策室

●避難所運営ゲーム（HUG）や全市一斉総合

防災訓練を通じて、各地区防災委員会におい

て、避難所運営時に要配慮者が避難する部屋

の設置を想定する等に加え、要安否確認者名

簿を用いた安否確認体制の再確認を実施

達成状況

〇

防災訓練等の取り組みにより、市職員の災害対応力の向上及び市

民、関係機関の防災意識の啓発を図った。

要配慮者を考慮した避難所運営の検討を進めた。
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第５期箕面市障害福祉計画・第１期箕面市障害児福祉計画での各行動目標における実施状況

１ 生活環境の整備 - 8 -

４．情報伝達の手法の検討

実施内容 担当課室 平成 30 年度 実施状況

突然の集中豪雨等の際に、避難指示（緊

急）・避難勧告・避難準備・高齢者等避難開

始等の情報を緊急に伝える必要が生じた場

合に備えて、聴覚障害者への情報伝達の手

法を検討します。

市民安全政策室

●市のホームページ、市民安全メール、ツイッ

ター、ラインなど聴覚障害者でも入手可能な手

法での緊急情報の伝達を実施

障害福祉室
●災害時の防災情報の提供体制について検

討

達成状況

△ 情報の伝達手法のさらなる充実とその利用に向けた周知が必要。


